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1. 第 5 回和歌山大会準備役員会の結果等。 

①6月 21 日に第 1回の準備役員会を「和」(大江理事管下)で開催。 

会長、理事長、大江、澤田、山下、由良、岡﨑、柚岡(太)の各理事が出席。 

②７月 19日に第 2回の準備役員会を本町道場(福森理事管下)で開催。 

会長、理事長、福森、由良、岡﨑、瀧本、柚岡(太)の各理事が出席。 

11 月 2 日に和歌山県立武道館で第 5回大会を開催することに決定。 

 ③9 月 13 日(土)の午後 6時から本町道場で大会実施へ向けての第 1回実行委員会を開催して、 

  大会の実施細目を具体的に詰めますので、役員は全員出席して下さい。 

  この後、第 11 回合同稽古会を実施します。 

２．第 10合同稽古会の結果。 

   ７月 19 日の第 2回準備役員会の後、合同稽古を実施しました。 

  今回は「審判の実際」というテーマで、対戦形式の稽古のなかで、対戦していない者（2人、 

3 人、又は 4 人）が、主審、副審、検査役の役目を順次交替することで、全員が審判旗を手に

しての号令、旗操作、所作礼式、異議の再判定等の実際を練習。 

  ①検査役の分を含めた旗 4本を素早く読んでの判定、 

②選手からの異議申し立てに対する迅速な裁定処理 

に習熟することが今後の課題であるように思われます。 

３．近畿地区連絡協議会の結果。 

7 月 13 日に京都伊勢丹「点心茶室」で実施された、近畿地区各府県の運営方針、課題検討、情 

報交換等を執り行うための近畿地区 2府 4県の会長・理事長が一堂に会する協議会に安田会長・

石上理事長が出席しました。 

  この席で、2013 年の和歌山大会は近畿大会を兼ねて開催することを決定しました。 

４．当面の行事予定。 

① 8 月 17 日(日)～18 日(月)：合宿(有朋館&和歌山県連合同)。 

② 8 月 31 日(日)：第 4回大阪少年少女大会。 

③ 9 月 13 日(土)：第 5回和歌山大会第 1回実行委員会及び第 11回合同稽古会。 

④ 9 月 23 日(日): 第 12 回京都府大会。 

 

☆「足で切る」★ 

     昔から剣道では、一眼ニ足三胆四力といって足は重要なものの一つとされている。ところが 

  足というものはなかなか思い通りに動いてくれないものである。足に比べ、手は実によく言う 

  ことを聞いてくれる。それでいつも手は早く足は遅くなってしまうのである。相手を打突する 

  場合、心からすぐさま手にいって足は取り残されることになる。一流の試合の写真を見ても、 

あごが出て、手は伸びきり、腰はよれて、足は後ろに引けている。打突姿勢としては欠点だら 

けである。これは要するに、足が出ないから無理をして体勢を崩しているのである。 

  （ 一川一著・高山幸二郎編「剣道修行の心得(一川格治金言集)」スキージャーナル㈱ 発行 より 転載 ） 
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